
多
い
が
、
未
遂
者
は
小
さ
い
パ
ン
と
塩
サ
ン
マ

の
ス
ー
プ
だ
け
で
あ
る
。

被

服
　
　
　
　
被
服
は
、
囚
人
の
古
い
汚
れ
た
の
が
支
給
さ

れ
る
。

そ
の
他
　
　
　
　
日
常
生
活
で
困
る
の
は
紙
（
落
と
し
紙
）
の

支
給
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
う
ち
は
持

っ
て
い
た
本
で
間
に
合
わ
せ
た
が
、
そ
れ
が
な

く
な
る
と
服
の
綿
を
抜
い
て
は
使
用
し
た
。
そ

れ
も
限
度
が
あ
り
、
用
を
足
す
場
合
は
、
作
業

に
行
っ
た
時
に
木
や
草
の
葉
を
使
用
し
た
。
ま

た
、
便
所
は
何
の
仕
切
り
も
な
く
、
顔
を
見
合

わ
せ
な
が
ら
行
っ
た
。

夕
食
後
は
共
産
主
義
の
講
義
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
に
従
わ
な
い
と
反
動
分
子
と
し
て
大
衆
の

面
前
に
て
吊
る
し
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
帰
国
も

遅
れ
る
。
私
は
非
協
力
者
と
し
て
昭
和
二
十
四

年
の
八
月
の
末
ま
で
残
さ
れ
た
。

強
制
抑
留
さ
れ
て
　 

熊
本
県
　
坂
本
重
喜
　 

大
正
十
四
年
一
月
二
日
、
熊
本
市
春
日
町
（
北
岡
神
社
裏
）

に
生
ま
れ
、
五
福
高
等
小
学
校
に
学
び
、
同
青
年
学
校
へ
と
進

ん
だ
。
父
は
鉄
工
所
を
経
営
し
て
お
り
、
学
業
の
傍
ら
工
場
の

手
伝
い
を
し
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
徴
兵
検
査
を
受
け
、
近
視
の
た
め
第
二
乙

種
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
十
月
に
は
熊
本
の
十
三
連
隊
に

入
隊
、
そ
の
夜
、
自
宅
近
く
の
北
岡
神
社
境
内
で
夜
営
を
し
、

そ
の
ま
ま
汽
車
に
乗
り
、
門
司
へ
と
移
動
、
入
隊
し
て
熊
本
に

は
一
晩
い
た
だ
け
だ
っ
た
。

釜
山
に
上
陸
し
、
ハ
ル
ビ
ン
を
通
り
ハ
イ
ラ
ル
の
国
境
守
備

隊
へ
配
置
さ
れ
た
。
迫
撃
砲
隊
に
配
属
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
八

月
初
め
嫩
江
へ
と
移
動
中
チ
チ
ハ
ル
付
近
で
終
戦
を
知
っ
た
。

同
年
八
月
十
八
日
武
装
解
除
さ
れ
、
三
週
間
収
容
所
に
お
り
、

千
五
百
人
の
作
業
大
隊
を
編
成
、
貨
車
で
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク



の
第
三
収
容
所
に
着
い
た
。

一
年
半
く
ら
い
ロ
シ
ア
人
の
住
宅
建
設
に
携
わ
り
、
凍
っ
て

土
が
掘
れ
な
い
の
で
柱
の
根
本
に
土
を
盛
り
、
水
を
か
け
凍
ら

せ
て
動
か
な
い
よ
う
に
し
て
や
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
二
年
春
、
キ
ロ
ワ
炭
坑
へ
と
移
動
、
一
年
半
く
ら

い
住
み
つ
い
た
。
三
交
替
で
八
時
間
ず
つ
み
っ
ち
り
と
作
業
が

続
け
ら
れ
た
。
坑
道
に
穴
を
掘
り
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
仕
掛
け
爆

破
す
る
も
の
、
大
き
な
シ
ャ
ベ
ル
で
石
炭
を
ト
ロ
ッ
コ
に
積
み

込
む
も
の
、
坑
道
の
支
柱
を
立
て
た
り
外
し
た
り
す
る
も
の
、

色
々
の
工
程
に
分
か
れ
て
い
た
。
ラ
ー
ゲ
ル
か
ら
四
キ
ロ
余

り
、
凍
り
つ
く
寒
さ
の
中
を
二
時
間
か
け
て
職
場
へ
の
通
勤

だ
。
三
交
替
の
た
め
カ
ン
ボ
ー
イ
も
つ
か
ず
、
個
々
バ
ラ
バ
ラ

に
行
き
来
す
る
の
で
あ
る
。
仕
事
が
終
わ
る
の
も
ま
ち
ま
ち
だ

か
ら
、
街
の
国
営
店
等
に
立
ち
寄
り
、
小
遣
い
銭
程
度
の
賃
金

で
パ
ン
や
タ
バ
コ
を
買
っ
て
帰
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

あ
る
日
、
支
柱
の
取
り
外
し
作
業
中
、
右
足
指
に
柱
が
落

ち
、
骨
折
し
た
。
し
か
し
軍
医
に
は
骨
折
が
わ
か
ら
ず
、
痛
み

を
こ
ら
え
て
作
業
に
駆
り
出
さ
れ
た
。
つ
い
に
足
が
腫
れ
上
が

り
動
け
な
く
な
り
、
や
っ
と
ラ
ー
ゲ
ル
の
中
の
一
室
に
入
室
し

た
。
治
療
は
何
も
し
て
く
れ
な
い
。
動
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら

ず
、
栄
養
失
調
に
な
り
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
派
遣
さ
れ
た
。
毎
日

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
マ
ト
等
新
鮮
な
野
菜
を
食
べ
、

回
復
し
て
き
た
。
こ
こ
の
半
年
で
命
拾
い
し
た
と
思
っ
て
い

る
。衣

服
は
季
節
に
合
わ
せ
て
支
給
さ
れ
、
程
度
も
ま
あ
ま
あ
だ

っ
た
。
食
事
は
塩
ざ
け
、
ニ
シ
ン
、
粟
、
ひ
え
等
の
雑
炊
、
一

日
一
食
は
パ
ン
と
ス
ー
プ
で
、
一
週
間
に
一
回
は
、
白
米
の
銀

シ
ャ
リ
も
あ
っ
た
。
二
段
ベ
ッ
ド
に
雑
魚
寝
だ
っ
た
が
、
ペ
ー

チ
カ
は
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
薪
で
暖
を
取
っ
た
。
二
週
間
に

一
回
蒸
し
風
呂
は
あ
っ
た
が
、
シ
ラ
ミ
に
は
悩
ま
さ
れ
た
。
炭

坑
時
代
は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
た
。
休
日
は
週
に
一
回
。

民
主
教
育
は
毎
日
朝
晩
あ
り
、
ア
ク
チ
ブ
に
油
を
絞
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
入
ソ
一
年
で
四
百
人
が
栄
養
失

調
等
で
死
ん
だ
。

昭
和
二
十
三
年
十
月
二
日
、
恵
山
丸
で
舞
鶴
に
上
陸
、
一
週

間
し
て
や
っ
と
熊
本
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
四
十
四
年
か
ら
現
在
地
で
氷
、
燃
料
（
薪
炭
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
）
の
販
売
を
し
て
い
る
。




